






• 和歌山県北西部の「紀の川市」と「岩出市」を管内としている
• 管内の農業産出額*は183億円。特に果実栽培が盛んであり、
産出額は117億円
*令和2年推計値（出典：農林水産省）

• 管内の風景（山腹にある物流センターから見下ろした写真）

• 山あいに「紀の川」が流れる自然豊かな環境
• エリア構成は都市的地域が46％、平地農業地域と中山
間農業地域がそれぞれ23％、山間農業地域が8％
(出典：農中総研レポート）

岩出市
紀の川市

• 1992年に那賀管内の6ＪＡが合併し発足。その後2008年
にＪＡ岩出が加わる

• 大消費地の大阪府と隣接している地理的条件を活かして
ファーマーズマーケットやマルシェを展開

• 関西国際空港（JAから車で約40分）を起点にした輸出の取
組みを2006年から本格化（2022年度の販売実績は294
百万円）
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令和3年市町村別農業算出が空く（推計）データベースより・紀の川市農業産出額
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令和4年度12月末：294,054千円
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拠点選果場の周年選果による消費地への供給体制の整備

●高齢者・兼業農家・女性に優しい施設。

●公平な評価とトレーサビリティーへの対応が万全。

●選果データーのＧＩＳとの連動による地域農業振興・園地毎生産指導への活用。

●精算代金の振込期間の大幅な短縮と明朗な会計準拠。

●食農教育、地域・消費者との交流・研修室等の設置。

●騒音・ゴミ・排水等環境に優しく食品を扱う施設としての管理。土足禁止・植防対応

●組合員がいつでも気兼ねなく立ち寄れる施設。小会議室は土足ＯＫ

●機械化による大幅な選果コストの低減と地域の雇用 とのバランスがとれた選果機。

●消費者ニーズ・市場の要望に即応できる選果ライン。

●ＩＴを活用した販売戦略が可能なシステムの導入。

〇輸出専用レーンの設立

選果施設コンセプト
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全国主要都市支店においてネット通販ポスターを掲示、各工事現場にも掲
示して作業関係者及び近隣住民に向けて広告形式でPRを行って頂く、また
大阪本店でのマルシェを通じて社内販売サイトへの提示を行う

【目的】
農産物通販はもとより、社員に向けた直接販売のメリットを生かし、
企業間提携として「和歌山県農産物」として、物語ある贈答果実の新
規顧客の獲得にも繋げる。

BtoB
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株式会社アキナイ
東京・大阪・名古屋・福岡など都市部に22店舗のレストラン
を経営。紀の里産農産物・めっけもん広場のPRを行いながら
大阪・東京店舗を中心に全店舗に食材提供しています。

【目的】
食材提供はもとより、直接販売のメリットを生かし、企業間提携として「和歌山」「JA紀の里」「めっけもん
広場」のブランドの広報活動拠点としても全国へ展開することで、新規顧客（通販）の獲得にも繋げる。

BtoB
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